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中学校外国語(英語)科においては，言語活動を通して英語を用いた実践的コ

ミュニケーション能力の基礎を養うことが求められている。 
実践的コミュニケーション能力へとつながる基礎・基本には，英語の音声や

文字，文法や語彙といった言語材料に関する知識を身につけることに加え，英

語でコミュニケーションを図ることへの関心や意欲を高め，態度を養うことが

含まれる。生徒がこのような知識・理解と関心・意欲・態度を備えた実践的コ

ミュニケーション能力の基礎を身につけるためには，授業で言語活動を効果的

に行うことが不可欠である。 

そこで，本研究では，中学校外国語(英語)科において，言語活動に意欲的に

取り組み続けることが，基礎・基本を習得しようとする学習意欲の向上につな

がるのではないかという仮説のもと，生徒が積極的に取り組む言語活動のあり

方を追究した。 
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はじめに 
人が言語を習得する目標は，その言語を用い

てコミュニケーションを行うことである。ここ

でいうコミュニケーションとは，伝える必要の

あるメッセージを発信したり，知る必要のある

メッセージを受信したりすることであり，その

内容は，個人や集団の感情や価値観，ものごと

に対する考え方や意見といった主観的なものか

ら事実や情報といった客観的なものまであらゆ

るものが対象となる。 

また，コミュニケーションは手段や形式も

様々である。例えば，会話やスピーチは「話す

こと」によって行われる。手段は同じ「話すこ

と」でも，歌や映画，ドラマという形式で歌詞

や台詞に思いを込めて伝えるメッセージもある。

TV コマーシャルもまた「話すこと」による情

報の伝達である。さらに，本や雑誌，手紙やイ

ンターネットのウェブページ等には「書くこと」

によって表現された人々の思いや情報が詰まっ

ている。こうして発信されたメッセージは必ず

誰かに届くこととなる。「話すこと」によって発

信されたメッセージは「聞くこと」によって，

あるいは話された内容について書かれたものを

「読むこと」によって誰かに伝わるのである。

「書くこと」によって発信されたメッセージも

また同じである。メッセージが伝わるのに要す

る時間は様々であるが，メッセージを受け取っ

てほしい相手は必ず存在する。一人であるかも

しれないし，不特定多数であるかもしれない。

つまり，コミュニケーションとは，決して人と

人とが向かい合い，聞いたり話したりすること

だけによって行われるものではないのである。 

従って，習得したいコミュニケーション能力

とは，言語を用いたあらゆる活動を想定したも

のでなければならない。英語を用いたコミュニ

ケーション能力の育成をめざす中学校外国語

(英語)科の指導においても同様である。生徒一

人一人がコミュニケーションを図る手段として

英語を身につけることができる効果的な指導を

工夫していくことが大切となる。本研究は，こ

のような課題意識のもと，中学校外国語(英語)

科の指導のあり方を追究するものである。 

 

Ⅰ 研究のねらいと方法 
学習指導要領では，「実践的コミュニケーショ

ン能力」を「単に外国語の文法規則や語彙など

についての知識をもっているというだけではな

く，実際のコミュニケーションを目的として外

国語を運用することができる能力」としている 1)。 

では，実践的コミュニケーション能力につな

がる基礎・基本とは何であろうか。我が国にお

けるこれまでの英語教育は，外国語の音声や文

字，文法や語彙といった言語材料に関する知

識・理解を基礎・基本とし，それらを学び，深

める指導を重ねてきた。しかし，実践的コミュ

ニケーション能力を育成するためには，コミュ

ニケーションを図ることへの関心・意欲を高め，

コミュニケーションを図ろうとする積極的な態

度を養うことをこれまでの基礎・基本に加えて

指導していく必要がある。 

コミュニケーションを図ることへの関心・意

欲を高め，態度を育てるためには，学習指導要

領に示されているように，授業において言語活

動を効果的に行うことが不可欠である。学習指

導要領では，「英語を用いてコミュニケーション

を図る活動」だけでなく，言語材料について「練

習したり理解したりする活動」も言語活動とし

ている。つまり，言語活動を行うことによって，

生徒は，コミュニケーションを図ることへの関

心や意欲を高め，英語を用いて積極的にコミュ
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Ⅱ  我が国における英語教育の現状と課題 ニケーションを図ろうとする態度を養うことが

できると同時に，英語の音声や文字，文法や語

彙といった言語材料に関する知識を身につける

ことができるのである。すなわち，授業に言語

活動を効果的に位置づけることによって，生徒

は実践的コミュニケーション能力につながる基

礎・基本を習得できるといえる。 

――言語活動に視点をあてて―― 

１．文部科学省がめざす英語教育の目標 

平成 14 年 7 月，文部科学省は，「『英語が使

える日本人』の育成のための戦略構想」２）を策

定し，平成 15 年 3 月には，そのアクションプ

ランとして「『英語が使える日本人』の育成のた

めの行動計画」(以後，「行動計画」)３）をとり

まとめている。当時の文部科学大臣は「（これま

でに）基礎的・実践的コミュニケーション能力

の育成を一層重視した学習指導要領の改訂など

様々な施策を講じて」きたが，「改善の実をあげ

るためには，カリキュラムの改善だけでなく，

指導方法の改善，教員の指導力の向上，入学者

選抜の改善など，様々な取組を同時に行って」

いく必要があると行動計画提言の意図を述べて

いる 4)。 

従って，指導者には，生徒が積極的に取り組

もうとする言語活動を設定し，授業に効果的に

位置づけることが求められる。まず，言語活動

に積極的に取り組もうとする生徒の意欲を高め

ること，そして，生徒が言語活動に取り組み続

けることで，基礎・基本を習得しようとする学

習意欲の向上を図る指導が大切となる。 

そこで，本研究では，指導者がどのような点

を考慮し工夫すれば，生徒が積極的に取り組む

言語活動となるか，その内容・方法等に関して

追究することとした。そして，言語活動に積極

的に取り組み続けることが，生徒の学習意欲の

向上につながることを明らかにしたい。 

「行動計画」においては，図Ⅱ－１に示すと

おり日本人に求められる英語力の目標を明確に

し，その達成のために「英語の授業の改善」の

目標が示されている。 研究の方法は次の通りである。 

(1) 生徒が積極的に取り組もうとする言語活動

にするための考え方や方法を追究する（文

献研究，先行事例の収集・整理） 

 日本人に求められる英語力の目標  
国民全体に求められる英語力 
「中学校・高等学校を卒業したら英語でコミュニ

ケーションができる」 

専門分野に必要な英語力や国際社会に活躍する

人材等に求められる英語力 
「大学を卒業したら仕

(2) 実践校の実態を把握する（質問紙調査，授

業参観，聞き取り） 

(3) (2)で把握した実態に応じて学習意欲を高

める言語活動を設定する 

(4) 授業実践を行い，生徒の学習に対する意識

や学び方に関する変容を捉え，実践結果を

考察する 

(5) 研究仮説の有効性を検証する 

 

 

 

事で英語が使える」 

「英語の授業の改善」の目標 
 
「英語を使用する活動を積み重ねながらコミュニ

ケーション能力の育成を図る」 
○英語の授業の大半は英語を用いて行い，生徒や

学生が英語でコミュニケーションを行う活動を

多く取り入れる 
○中・高等学校等の英語の授業に少人数指導や習

熟度別指導などを積極的に取り入れる 
○地域に英語教育に関する先進校を形成する 

  図Ⅱ－１ 「日本人に求められる英語力の目標」
および「英語の授業改善の目標」 
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２．中学校外国語(英語)科の内容 「英語の授業の改善」では，従来の指導方法

を見直すべく，「英語の授業においては，文法訳

読中心の指導や教員の一方的な授業ではなく，

英語をコミュニケーションの手段として使用す

る活動を積み重ね，これを通して，語彙や文法

の習熟を図り，『聞く』『話す』『読む』『書く』

のコミュニケーション能力の育成を図っていく

指導の工夫が必要である。」と述べられている。

そして，指導を効果的に行うためには，「生徒や

学生が英語でコミュニケーションを行う場面を

多く設定すること」が重要であり，その際，「学

習者が自分を表現し，相手を理解することがで

きた成就感や学ぶ楽しさを味わうことができ，

さらに，英語ができることの意義，必要性やそ

のことによって広がる世界や可能性に興味や関

心を持つことができるよう」に工夫することが

大切であると述べられている。 

中学校外国語(英語)科の学習指導要領では，

「単に英語を表面的，機械的に理解したり表現

したりする能力にとどまらず」，「実際に言葉を

使用してコミュニケーションを図るということ

を念頭に」置き，英語の目標が４つ示されてい

る５）。   

そのうえで，目標を達成するために「聞くこ

と」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４領

域において，それぞれ(ア)～(エ)の言語活動を示

し，これらを指導する内容としている。各学校

においては，「3 年間で必要な内容を繰り返して

指導する」こと，「一つの指導事項を取り上げて

行うばかりでなく，他の領域の指導事項と組み

合わせることにより指導の効果を上げる」こと

ができるよう，「学年ごとの目標を適切に定め，

 
 
３
年 
 
 
２
年 
 
 
１
年 
 

図Ⅱ－２ 中学校外国語(英語)科における３年間を見通した指導の概念図 

 

 

実践的コミュニケーション能力の基礎 

 
組み合わ
せて効果
的に！ 

「聞くこと」の言語活動 
(ア) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正しく

聞き取ること 
(イ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，具体的な内容や大切な部分

を聞き取ること 
(ウ) 質問や依頼などを聞いて適切に応じること                 
(エ) 話し手に聞き返すなどして内容を正しく理解すること              

「話すこと」の言語活動 
(ア)強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴に慣れ，正しく

発音すること  

(イ) 自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるように話すこと 

(ウ)聞いたり読んだりしたことについて，問答したり意見を述べ合ったりすること 

(エ)つなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと 

「読むこと」の言語活動 
(ア) 文字や符号を識別し正しく読むこと 
(イ) 書かれた内容を考えながら黙読した

り，その内容が表現されるように音

読すること 
(ウ) 物語や説明文などのあらすじや大切

な部分を読み取ること 
(エ) 伝言や手紙などから書き手の意向を

理解し，適切に応じること 
 

「書くこと」の言語活動 
(ア) 文字や符号を識別し，語と語の区切り

などに注意をして正しく書くこと 

(イ) 聞いたり読んだりしたことについて

メモをとったり，感想や意見などを書

いたりすること 

(ウ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に

正しく伝わるように書くこと 

(エ) 伝言や手紙などで読み手に自分の意

向が正しく伝わるように書くこと 

 

 
＜英語の目標＞ 

(1) 英語を聞くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を聞いて

話し手の意向などを理解できるようにすること 
(2) 英語で話すことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用いて

自分の考えなどを話すことができるようにすること 
(3) 英語を読むことに慣れ親しみ，初歩的な英語を読んで

書き手の意向などを理解できるようにすること 
(4) 英語で書くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用いて

自分の考えなどを書くことができるようにすること 

  基礎・基本 
言語材料（英語の音声，

文字，文法，語彙など）

に関する知識・理解 

英語を用いたコミュ

ニケーションへの関

心・意欲・態度 
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3 学年間を通して英語の目標の実現を図るよう

にする」ことが，指導計画作成上の配慮事項と

してあげられている６)。このような 3 年間を見

通した指導の考え方を図Ⅱ－２(p.3)に示す。 

 

３. 中学校外国語(英語)科における 

指導の現状と課題 

 国立教育政策研究所は，「行動計画」において

「英語の授業の改善」のために示した目標の達

成状況を把握するために，英語教育改善実施状

況調査を平成 17 年 11 月に実施している。その

結果，「英語の授業の大半は英語を用いる」とい

う目標に対し，英語の使用が「大半」であると

回答した学校は，わずか４％未満にすぎなかっ

た７）。 

また，平成 15 年度教育課程実施状況調査の

質問紙調査の結果においては，学年が進むにつ

れて「英語の勉強が好き」と答える生徒が減少

し，授業が理解できている生徒も減少する傾向

が明らかになっている（表１）８）。 

 授業中，英語に慣れ親しむことが少なく，学

習の達成感を味わうことがない状況から，生徒

の興味・関心が薄れていく現状がわかる。 
 
 

質問   1 年 2 年 3年

英語の勉強

は好きですか 

「そう思う」「どちら

かといえばそう思

う」の合計（％） 

60.5 51.0 48.7 

英語の授業

がどの程度わ

かりますか 

「よくわかる」「だ

いたいわかる」の

合計（％） 

54.8 47.3 45.1 

 

Ⅲ 生徒が積極的に取り組む言語活動 
 これまで述べてきた英語教育の目標と内容，

現状と課題から，生徒が積極的に取り組む言語

活動を設定し，授業に取り入れることの重要性

が明確になった。そこで，本章では，生徒が積

極的に取り組む言語活動を設定するための考え

方や具体的な方法を探ることとする。 

 

１． 英語学習への意欲を高める要因 

第二言語を習得するうえで，何が学習の動機

付けとなり，意欲を高める要因となるかについ

ては，学習者を取り巻く環境や教育システムを

考慮する必要がある 9)。そこで，教育心理学の

観点から教室という学習環境において，人が外

国語を学ぼうとする場面で動機付けとなる点を

参考に，中学生が学習意欲を高める要因を考察

した 10）。 

我が国における外国語習得の環境や教育シス

テムから，中学生のおかれている状況や学習環

境を考えると，中学生が英語学習を行うのは，

外発的動機付け 11)による場合が多いと考えら

れる。試験や進学，良い収入を得られる職業と

いったものから生じる目標やエリート志向，あ

るいは，システム上，教科として位置づけられ

ていることから生じる動機付けである。 

このような動機付けをさらに強いものとする

ためには，学習行動そのもののおもしろさや学

習内容の有用性といった内発的動機付け 11)を

与えることが有効であると考えられる。そのた

めにも，教室では英語を用いたコミュニケーシ

ョンの機会を多く経験することによって，メッ

セージを伝えたり受け取ったりする喜びや充足

感を味わうことが大切となる。生徒が，コミュ

ニケーションを行う学習活動を通して，学習そ

のものに対しても満足感や達成感を実感し，よ

り多くの人と英語を通して関わることによって

広がる世界や英語という言語の有用性を理解で

きるようにしたい。つまり，コミュニケーショ

ンを行う学習活動への興味・関心を高め，様々

な学習活動を通してその成果を一つ一つ実感す

表１ 質問紙調査の結果（％）
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ることが学習への動機付けとなり，学習意欲の

向上につながると考えられるのである。 

では，言語活動を通してできる工夫は何であ

ろうか。次節で探ることとする。 

 
２． 生徒が積極的に取り組む言語活動に 
             するための工夫 

本節では，中学校外国語(英語)科の実態をふ

まえ，検定教科書の題材，話題，言語活動を中

心に授業を展開することを念頭に置き，生徒が

積極的に取り組む言語活動にするための工夫に

ついて述べる。 

(1) 取り組む気になる工夫 

 ―「よし，やってみよう！」 

①「知りたい」「伝えたい」状況を作る 

生徒が「知りたい」「伝えたい」と思うことは，

コミュニケーションの手段として英語を指導す

るうえで，最も大切なことである。そのために

は，一方的に指導者が説明することを避け，発

問や提示の仕方を工夫することで，生徒の発言

を引き出す必要がある。例えば，教科書本文の

内容を聞いて理解する言語活動では，内容理解

の背景となる知識を活性化させたり，聞き取る

ポイントを与えたりするなどの工夫によって，

生徒に「聞きたい」「聞いてみよう」という思い

をもたせることができる。生徒が，知る必要が

あるから聞こう/読もうとする，伝える必要があ

るから話そう/書こうとするという視点から，言

語活動を設定することが大切である。 

②肯定的な第一印象を与える 

提示された言語活動が「おもしろそう」「楽し

そう」といった好印象を与えるものであれば，

生徒は取り組もうとする意欲を高めるはずであ

る。例えば，話題や題材を通して与えることも

できるし，ゲーム的要素やクイズ形式を取り入

れることによっても可能となる。それによって，

生徒が自由に発言できる雰囲気を作りだすもの

となるよう心がける必要がある。そして，「楽し

い」だけではなく，学習内容を定着，活用でき

るものであることが大切である。 

「いつもと違うぞ」という印象を与えること

も有効である。何らかの違いを工夫し，常に新

しい言語活動とすることによって，生徒は取り

組む意欲を高めることができる。また，様々な

言語活動を経験することは，自信をもって取り

組むことができる活動や得意な領域を発見した

り，自ら学ぶための様々な学習方略 12)を身につ

けたりすることにもつながる。具体的には，教

材を手作りのものとしたり，実物を用いたりす

ること，行うコミュニケーションについて，パ

ターンを変えたり(指導者⇔生徒，生徒⇔生徒，

ペア，小グループ，必要な相手を探すなど)，場

面設定を変えたり(場所や時間，役割の設定な

ど), 手段を変えたり(聞く→読む，話す→書く)

することなどが考えられる。 

③ 評価を意識させる   

言語活動の評価の方法は，指導者による授業

中の観察，ワークシートやノートの点検，評価

テストなどいくつか考えられる。いずれの方法

でも，言語活動に取り組む前にどのような評価

を行うかを生徒に予告しておくことによって，

生徒が言語活動に取り組もうとする意欲を高め

ることができるはずである。具体的には，言語

活動と同じ内容の評価テストを行うことやクラ

スで発表することをあらかじめ知らせておいた

り，書く活動によって完成したものを教室に掲

示したりすることなどが考えられる。生徒が，

がんばろうという意欲を起こし言語活動に取り

組み，学習成果をあげるものとなるよう工夫す

ることが大切である。 
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(2) 達成が予測できる工夫 ―「これ，できそう！」 

① 達成目標を明確にする 

目標が明確であれば，生徒の取り組む意欲は

向上するであろう。そのためにも言語活動は，

達成目標に対してすべての生徒がおおむね満足

できる状況となることをめざして設定され，各

授業や各単元の到達目標にむけて位置づけられ

るべきである。その際，指導者は，生徒の実態

に応じ，スモールステップで刻まれた適切な目

標設定をすることが重要となる。そうして授業

に位置づけられた言語活動は，生徒にとって目

標を理解しやすいものとなる。そのうえで，よ

り確実に理解させるためには，一つ一つの言語

活動や各授業の目標を生徒にとってわかりやす

い言葉で知らせる工夫をすることが考えられる。

具体的には，授業開始時や言語活動に取り組む

前に口頭で伝える，紙に書いておいて黒板に掲

示する，学習の流れがわかるような学習計画表

に達成目標を示し生徒に配布するなど様々な方

法が考えられる。 

② 目標達成のための手立てを準備する   

(3)  学習成果の実感を与える工夫  

―「わかる！できる！」 

① 学習内容を活用する機会を与える 

言語活動を通して学習した内容が，別の言語

活動や授業以外の場面において活用することが

できれば，生徒は学習の成果を実感し，さらに

学習に励むようになる。このことをねらいとし

て発展性のある連続した言語活動を計画的に授

業に位置づけることが大切である。例えば，新

出文法を導入し，その理解と定着を図る言語活

動を段階的に行うこと，教科書本文など英語で

書かれた文章の概要を理解する活動のあと，理

解した内容から新出文法や語彙の意味・用法を

導き出す学習活動へ展開すること，さらには，

文法や語彙の知識を活用して正確に内容を理解

したあと，描かれている状況や気持ちをふまえ

て音読活動を行うことなど様々に考えられる。 

② 自分の学習状況を振り返る機会を与える 

学習状況を振り返ることは学習成果を実感す

るうえで大切である。日々の授業ごとに自己評

価を行い，目標を一つ一つ達成していることを

確認し，達成感を積み上げていくことや一定期

間の学習の過程と成果を振り返り，「以前はでき

なかったができるようになった」という成就感

を実感することなどが考えられる。単に成績が

あがった，得点が伸びたということを結果とし

てとらえさせるのではなく，「英語でこんなこと

が言えるようになった」，「英語を読んで理解す

ることができた」というような具体的な項目を

用意しておき，できるようになったことは自身

の努力の成果であることを理解させたい。自分

の学習状況と学習行動の関係を理解することが

できれば，自分にとって今後必要な学習行動は

何なのか，自分に最適な学習方法はどういうも

のなのかといった学習方略も考えられるように 

示された目標にむかって生徒が努力するとき，

目標の達成にむけた支援を行うことが大切であ

る。すなわち，設定した言語活動に取り組む生

徒が直面するであろう問題や課題を想定したう

えで，目標に到達するための手立てを準備して

おくのである。その際には，クラス全体として

必要な手立てと生徒一人一人に応じた手立てを

考えておく必要がある。具体的には，関連する

語彙などを示したヒントカードを作成しておき

必要な生徒に配布する，ワークシートを数種類

作成しておき生徒自身が選んで取り組むことが

できるようにするなど様々な工夫が考えられる。

そのためにも日々変化する生徒の実態を確実に

把握しておくことが大切である。 
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Ⅳ 言語活動で授業が変わる なり，自主的，自律的な学習ができるようにな

ると考えられる 13)。 
――生徒の変容を中心に―― 

本章では，大阪市立の公立中学校において，

生徒が積極的に言語活動に取り組むことを通し

てさらなる学習意欲の向上を図ることをめざし

取り組んだ２つの実践を紹介する。それぞれの

実践において，生徒が取り組む意欲を高めるこ

とができるよう実態に応じた言語活動を工夫し，

その取り組み方や意識の変容をとらえたうえで，

研究の仮説を検証することとする。 

 

３ 生徒が積極的に取り組む言語活動のあり方 

生徒が積極的に取り組むことをめざし，これ

までに述べた英語学習への意欲を高める要因を

ふまえた工夫を言語活動に加える際には，指導

者が生徒の実態を的確に把握していることが大

変重要となる。生徒一人一人の学習状況や学習

に対する意欲や態度について正しい理解がなけ

れば，いくら工夫を加えた指導を行っても最大

の効果を得ることは難しいからである。 

なお，実践事例１は中学校２年生を対象に，

実践事例２は中学校１年生を対象にそれぞれお

よそ２ヶ月にわたって取り組んだものである。 そして，実態を的確に把握するために重要と

なるのが，指導者として，明確な到達目標やめ

ざす生徒像をもつことである。生徒に習得させ

たい知識・理解と育成したい能力を明確にして

おくことが,生徒の学習状況や関心・意欲の現状

を把握するうえでの判断規準となり，指導が効

果的に行われているか，どのような工夫や改善

がさらに必要かを見極めることにつながるから

である。 

 

１． 実践事例１ 

(1) 言語活動の設定 

生徒の実態に応じた工夫を行うため，生徒対

象に質問紙調査を実施し，学習意欲を高める要

因をとらえたうえで言語活動を設定した。調査

の結果，肯定度の低かった項目は表２(p.8)に示

すとおりであった。 

そのうえで，授業参観や指導者からの聞き取

りを通して，指導の内容・方法の実態を把握し

た。授業では，工夫された言語活動が実践され

ており，生徒の実態に応じたワークシートや学

習プリント等が活用されていた。日頃の指導の

成果もあり，英語を用いてコミュニケーション

を行うことや学習内容に対する生徒の興味・関

心は比較的高い状況であった。一方で，コミュ

ニケーションのパターンは，指導者とクラス全

体によるものが中心で，生徒一人一人が英語で

話す機会はそれほど多くないこと，各授業の内

容理解が不十分なままになっている生徒がいる

ことが把握できた。 

目標を設定する際には，一年後あるいは学期

ごとなど長期的な視野に立ち，各単元・各授業

の達成目標を設定することが大切となる。生徒

が言語活動を通して新たな知識を獲得し，理解

を深めると同時に技能を身につけていくことを

ふまえて言語活動を設定すること，そして，最

終到達目標をめざして一歩一歩進んでいくこと

ができるよう言語活動の連続性を意識して授業

に位置づけることを日々繰り返すことが必要で

ある。 

生徒が積極的に取り組む言語活動をめざすう

えでは，こうした指導者の意識が欠かせないと

考えられる。 

このような質問紙調査の結果と指導の実態を 
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表２ 肯定度の低かった項目から考察した学習意欲を高めると考えられる要因 

質 問 項 目 
肯定度
（％）

 
学習意欲を高める要因

将来、英語を使う仕事をしてみたい 43.5   

ALT に積極的に話しかけていくことができる 49.6   

学習した単語や表現を用いて英語で話すことができる 49.9   

 

考察し，学習意欲を高めると考えられる要因を

とらえた。その結果，学習成果を実感させるこ

とによって，学習に対する自己効力感（課題を

遂行するうえでの自身の能力に関する判断)14)

や自信を高め，自己を肯定的にとらえさせるこ

とが有効ではないかと考えた(表２)。 

そこで，目標を明確にし，その達成のための

手立てを準備した言語活動をスモールステップ

で設定することを中心に，生徒が取り組む意欲

を高めることができる様々な工夫を加えること

とした。以下に，取り組んだおもな言語活動に

ついて工夫した点およびその意図を述べる。 

① 英問英答を行う活動 

生徒一人一人が「答えることができた」「理解

することができた」という実感をもつことがで

きる言語活動をめざし，工夫を加えた。指導者

とクラス全体の生徒との問答は，単なるパタ

ン・プラクティスに終始することなく，生徒に

重要語彙や文法事項の意味や用法を気づかせる

ものとなるよう工夫した。また，生徒一人一人

が英語を話す回数を増やすため，生徒どうしが

コミュニケーションを行う活動を積極的に取り

入れ，話題に事実を多くとりあげるようにした

(資料 1-①)。そして，同じ言語材料(語彙・文 

 

法事項など)を次の言語活動においても繰り返

し用いることによって，学習内容の定着を図り，

生徒が学習の成果を実感できるよう工夫した。 

② 概要を聞き取る活動 

教科書本文の内容を聞き取ろうとする生徒の

意欲を高めるため，工夫してワークシートを作

成した。内容理解の手がかりとなるポイントや

質問事項を示したり，関連する語彙やトピック

についての情報を与えたりして，聞き取ること

ができた実感を得ることができるようにした。

さらに，聞き取った内容を新出文法の導入場面

でも用いるなど，言語活動の連続性を意識した。 

③ 伝えたい内容を英語で書く活動 

「書くこと」の活動は，英語を「聞くこと」

「話すこと」の言語活動を十分に行ったあとで

取り組むこととした。例えば，英問英答の言語

活動を行ったあと，得ることができた情報や自

分の意見を英語で書く活動を与えたり(資料 1-

①)，重要表現の学習で，聞いたり話したりする

言語活動を通して理解を深めたあと，ペアある

いはグループで設定場面の会話文を作る活動を

取り入れたりした(資料 1-③)。そして，書いた

内容をクラスで発表する活動へと発展させ，学

習成果の実感をめざした。 

学習した単語や表現を用いて短い文章を書くことができる 51.4   

英語の授業で学んだことはしっかりと身についている 54.6   

英語で何か聞かれたとき、間違いをおそれず何か答えようとする 56.3   

授業中は大きな声で発音や音読の練習をしている 56.4   

英語を学習する目的や目標がある 57.0   
英語の授業は毎時間よく理解できる 57.3   

英語の学習に関して自分はよく努力していると思う 58.1   

学習成果の 
実感 

肯定的にとらえ

自信をもつ 

指
導
の
実
態 

学習に対する

自己効力感 
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④ クラスで発表する活動 

評価の方法を工夫することによって，「でき

た」ことを実感できるよう，発表する言語活動

を積極的に取り入れた。発表前には，確実に発

話ができるよう指導したうえで練習時間を十分

にとり，自信をもって発表ができるようにした。

さらに，表情や身振り，小道具などを効果的に

活用すること，大きな声でアイコンタクトをと

りながら話すことなども指導し，発表の際には，

それらについて互いに評価を行うことにも取り

組んだ。聞き取れた内容をメモすることも指示

し，英語で話された内容を理解できた実感を与

えることもめざした(資料 1-④)。 

⑤ スラッシュリーディング 

様々な技能(スキル)を身につけることは，確

実に目標を達成するうえで必要である。本実践

では，英文を読んで理解するための技能を習得

する第一段階としてスラッシュリーディングを

取り入れた。単元の指導の終末に教科書本文の

英語とその日本語からなるワークシートを用意

した。その際，英文を意味のまとまり(チャンク)

ごとにスラッシュで区切り，日本文を英語の語

順のまま示した。すべての新出事項について確

認できるよう，要点を書き込みながら学習する

形式を取り入れた(資料 1-⑤)。 

⑥ ペアやグループでの音読練習 

英語で書かれた内容を正確に理解したあと，

その意味・内容を正しく伝える音読ができるこ

とをめざし，様々なパターンでの練習に取り組

んだ(資料 1-⑥)。英文の拡大コピーを黒板に貼

り，指導者に続いて生徒がリピ

ートするコーラスリーディング

や部分的に単語や表現を隠して

読む練習などに取り組んだあと，

ペアやグループでの練習を行っ

た。日本語を聞いてそれを英語で表現できるよ

うになることをめざし，スラッシュリーディン

グ形式のワークシートを用い，短いチャンクご

とに言い換える練習も行った。チャンクはひと

つずつから開始し，徐々に２つ３つをつなげて

練習するなど，一人一人の能力に応じた練習が

できるよう工夫した。繰り返すことによって必

ず達成できる言語活動をめざした。 

⑦ グループで取り組む活動 

簡単な詩をグループごとに作成し，リズムを

つけて発表する言語活動を設定した。与えられ

た文中で単語を自由に入れ替えて表現する言語

活動とすることで，すべての生徒が参加するこ

とができ，さらに完成した詩を発表することで

達成感を高めることをめざした。各グループに

辞書を準備し，用いる語彙を限定することなく

英語で表現する活動を楽しめるように工夫した。 

 

(2) 評価に関する工夫 

(1)の言語活動における工夫に加え，本実践で

は，生徒が学習の達成感から学習の成果を味わ

えるよう，授業の開始時に指導者が目標を生徒

に示し，授業終了時にその達成状況を自己評価

させた。図Ⅳ－１は，生徒が記入した「自己評

価シート」である。指導者が示した目標につい

て達成度と感想を記入する形式で，指導者は，

一人一人の生徒の達成状況や学習に対する意欲

を把握することができ，生徒の実態に応じた言

語活動を設定するために活用した。

目標の達成度

感想

図Ⅳ－１ 「自己評価シート」 
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(3) 実践の結果 

① 言語活動に取り組む生徒の様子 

表３は，設定した言語活動に取り組んだあと

実際に行った評価および生徒の様子に関する指

導者のコメントと生徒が自己評価シートに記入

した感想の一部である。 

言語活動(A)～(D)における評価の欄の規準

(あ)は「言語活動への取り組み」に関するもの

である。どの活動においても「十分満足できる」

あるいは「おおむね満足できる」状況である生

徒がほとんどである。規準(い)(う)についてもほ

とんどの生徒が満足できる状況となっている。

また，指導者のコメントからも，生徒が言語活

動に積極的に取り組み，授業が順調に進んだこ

とがわかる。 

さらに，生徒の感想からは，活動がおもしろ

かった，楽しかったという声とともに，伝える

ことができた，理解することができた喜びがう

かがえる。そして，英語を学習する上で必要な

技能に気づいていたり，言語活動を繰り返し経

験していくうちに，「わかるようになった」「理

解できた」という感想が増えてきていることも

わかる。自分が「できた」ことを振り返ると同

時に，友だちも言語活動に積極的に取り組んで

いたことについて書かれている。そして，積極

的に言語活動に取り組んだ結果，「がんばって発

言したい」「もっとがんばりたい」「早く発表し

たい」「また辞書を使いたい」という意欲を高め

ていることがわかる。

 
 

表３ 言語活動に取り組む生徒の様子（評価の実際，指導者のコメントおよび生徒の感想）  

 評価 および 指導者のコメント 生徒の感想 

(Ａ)英問英
答を行う活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・英語を使って何かをするということを楽しみ，喜
びを感じていたと思う。 

・英語を使ってたくさん話せた（多数） 
・友だちと英語で会話をしておもしろかったです。 
・大きい声で質問をしたり答えたりすることができた。
・（友だちに質問をして持ち主を探す活動で）英語で何を言
っているかわかっておもしろかった。 

・（アンケート調査で）意見を述べるのが以外に楽しかっ
たです。みんなのこともわかってよかった。 

・英語で意見を聞くこと，話すこと，答えることは，
とても大切なことだと思います。それに言えたとき
やわかった時の瞬間がすごく楽しい♪ 

・自分の意見を英語で(どう)言うのかがわかった。もっ
と自分の意見を言ったりしたら，（英語を）自然に覚
えられると思う。 

・自分のことを英語で言うのは難しい。でも楽しい。 
・今まで自分のことを発言することがなかったけど，
これからできる限りがんばって発言していきたい。

(Ｂ)概要を
聞き取る活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・聞き取りのポイントをまとめたワークシートを頼
りに積極的に取り組んでいた。 

・tomorrow は未来のことを意味するという既習事
項から，be going to … の意味が推測できていた。 

・先生がヒントをくれたから簡単だった。 
・be going to が理解できた。リスニングも(選択肢か

ら答えを)選ぶのですごくわかりやすかった。 
・むずかしかったけど，ヒントになる単語を見つけた

らある程度わかるようになってきた。 
・リスニングはポイントをつかむとわかりやすい。 
・いつも長い文を聞くときはどこを聞けばいいかわか

らなくて難しかったけど，聞くところだけ(ポイント)
を聞くやり方で解けた。ポイントさえわかればあと

はわかる。 
・長い文でも全部理解しなくていいと思うと簡単だっ

た。 
・リスニングはコツがわかってきたような…。 

   

      規準 (あ) (い) (う)

十分満足できる 15 17 19 
おおむね満足できる 17 15 14 
満足できる状況と言えない 3 3 2 
欠席 6 6 6 

合計 41 41 41 

積極的に言語活
動に取り組んで
いる[観察] 

伝えたい内容を話し
て正確に伝えること
ができる[観察] 

質問に対して，適
切に答えること
ができる[観察] 

活動後におもな誤り
等は指導した 

以後も継続的に指導
を続けている 

      規準 (あ) (い) (う)

十分満足できる 22 14 13 
おおむね満足できる 13 19 19 
満足できる状況と言えない 0 2 3 
欠席 6 6 6 

合計 41 41 41 

文法に従って
正しく書くこ
とができる 
[ワークシート]

語句・表現，文章形
式などを選択し，書
くことができる
[ワークシート] 

積極的に言語
活動に取り組
んでいる 
[観察] 

ワークシートの再提出 
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(Ｃ)クラス
で発表する
活動 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・日ごろ大きな声で音読などをしない生徒も積極的
に発表にむけた準備をしていた。 

・人前で話すことが苦手な生徒でも苦手を克服しよ
うと努力していた。 

・自分の10年後について書くのはおもしろかった。早
く発表したい。 

・発表で緊張して，台詞をしゃべるだけになってしま
った。でも，台詞を覚えられてよかったです。 

・覚えていなくてちょっと失敗した。次はがんばりた
い。 

・人前で発表するのは，恥ずかしかった。みんながん
ばっていた。 

・大きい声で発表できたと思う。 
・アイコンタクトをとりながら発表をするのは，すご
く難しかった。でも，もっとできるようになりたい。

・みんなの将来も聞けたし，楽しい授業だった。 
・自分のことについて話をするほうが言いやすいし，
他の人の(発表)を聞くとおもしろかった。またやっ
てみたい。 

・友だちの発表を聞き取ったり，聞いたことを言った
り(伝えたり)できてよかった。 

(Ｄ)グルー
プで取り組
む活動 

 (グループで取り組むことに関して) 
・みんながんばっていた。 
・リズムにのって英語の詩を言ったら，発音をしっか
り覚えることができた。 

・みんなと詩を作ったり，リズムにのって発表したり
するのは楽しかった。でも，意見がばらばらで困っ
た。 

・リズムをつけて発表するのは，あまりうまくできな
かったけど，楽しかった。 

(辞書を使うことに関して) 
・辞書の使い方がわかった。これからも辞書を使って
いろいろ調べたいと思う。 

・辞書を使って楽しかった。またしたい。 
・辞書を使って単語を調べるのは難しかったけど，楽
しかった。また使いたい。 

      規準 (あ) (い) (う)

十分満足できる 21 11 21 
おおむね満足できる 14 23 10 
満足できる状況と言えない 2 3 6 
欠席 4 4 4 

合計 41 41 41 

be going to / willの意
味・用法を理解し，正
しく用いることがで
きる[ワークシート] 

適切な速さや声
の大きさで話す
ことができる
[発表] 

積極的に言
語活動に取
り組んでい
る[観察] 

以後も指導を継続
している 

ワークシートの
再提出 

 

② 生徒の変容 

次に，実践を通しての生徒の英語学習に対す

る意識や学習行動の変容について述べる。 

まず，学習意欲を高めると考えた要因に関す

る項目について考察する。図Ⅳ－２(p.12)は，

それらの項目における肯定度の変化である。

「授業で学んだことはしっかりと身について

いる」「授業はよく理解できる」といった項目

に対する肯定度の変化から生徒が学習の成果

を実感していることがわかる。そして，実際に

ペアやグループでの活動を通して学んだこと

によって，そのような活動に「楽しく取り組む

ことができる」と答えた生徒が増えたと考えら

れる。また，生徒が学習に対する自己効力感を

高めたことは，英語で「話すことができる」「文

章を書くことができる」「活動は最後までやり 

とげることができる」といった項目に対する肯

定度の変化から認められる。このように，学習

の成果を実感したこと，自己効力感を高めたこ

とによって，「自分はよく努力している」とい

う自信を高め，「大きな声で練習している」「積

極的に自分から発言する」など学習活動に積極

的に取り組んだこともわかる。 

毎時間取り組んだ生徒の自己評価(p.9，図Ⅳ

－１)の結果からは，生徒が達成感を得ていた

ことも認められる。各時間の目標が「十分達成」

あるいは「まあまあ」達成できたと答える生徒

がどの授業においてもほとんどで，「あと一歩」

と答える生徒はほとんどいなかった。 

指導者もまた，生徒が言語活動を通して達成

感をもち，自信や意欲を高めていく様子につい

て次のようにとらえ，考察している。

      規準 (あ) (い) (う)

十分満足できる 16 2 20 
おおむね満足できる 17 31 13 
満足できる状況と言えない 1 1 1 
欠席 7 7 7 

合計 41 41 41 

色に関する考え
方や文化の違い
を理解しようと
している [観察] 

基本的な強勢，イ
ントネーション
を身につけて話
すことができる
[発表] 

辞書を活用しな
がら，表現したい
内容について書
こうとしている
[観察] [ワークシート] 

個別指導を行った 
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学習成果の実感、自己効力感や自信の高まり
に関する生徒の変容　（％）

54.6

57.3

65.0

49.9

51.4

62.5

58.1

56.4

60.0

60.4

65.6

74.4

58.1

65.4

68.8

75.8

65.7

65.5

40 50 60 70 80

授業で学んだことはしっかりと身についている

授業は毎時間よく理解できる

ペアやグループでの活動には楽しく取り組むことができる

学習した単語や表現を用いて、英語で話すことができる

学習した単語や表現を用いて、英語で短い文章を書くことができる

授業中に取り組む課題や活動は、いつも最後までやりとげることができる　

英語の学習に関して、自分はよく努力していると思う

授業中は、大きな声で発音や音読の練習をしている

授業では積極的に自分から発言する

事前 事後 ％

図Ⅳ－２ 学習成果の実感、自己効力感や自信の高まり 

  

 

 

 

 
 

さらに，生徒の意識の変容が認められる項目

を図Ⅳ－３に示す。まず，「間違えた箇所を見直

す」「ノートをきちんとまとめている」など学習

行動の改善がうかがえる。また，「授業中はもっ

と英語を使いたい」に対する肯定度の変化から，

コミュニケーションを図ることや学習に対する

意欲が高まっていることもわかる。さらに，「ク

ラスのみんなは目標をもって学習に取り組んで 

 

いる」に対する回答は 10 ポイント近く高くな

っており，学級全体の学習意欲の向上がうかが 

・本実践以前よりどんな活動にも前向きに取り組む生徒
が多かったが，生徒どうしの対話，ロールプレイング
やその他の発表する活動によって，英語を使うことを
楽しみ，喜びを感じられていたと思う。 

える。 ・どんな活動をする際もヒント(達成のための手立て)を
与えてきたので，生徒が以前よりも楽な気分で取り組
めていた。それが良い結果となり，英語に対する苦手
意識が少し和らいだのではないかと考える。 

生徒が英語でコミュニケーションを図ること

や学習に対する意欲を高めたことは、次の点か

らもうかがえる。まず，実践後に「英語で会話

をしたり，読んだり書いたりするために，英語

の発音や単語，文法などをしっかり身につけよ

うと思いますか」と尋ねたところ，35 名中 26

名の生徒があてはまると答えている。 

さらに，今後の英語学習の目標について生徒

に尋ね，自由記述で回答を求めたところ，図Ⅳ

－４に示すような項目に分類される結果となっ

学習行動、コミュニケーションや学習に対する興味・関心
に関する生徒の変容　(％)

61.4

64.7

60.5

59.7

65.4

71.0

68.0

69.6

50 60 70 80

返却されたテストやプリントなどは、間違えた箇所を見直す

大切なことはノートにきちんとまとめている

授業中はもっと英語を使いたい

クラスのみんなは目標をもって英語の学習に取り組んでいる

事前 事後

図Ⅳ－３  学習行動の変化とコミュニケーションや学習に対する興味・関心の向上 

％
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た。「会話したり，話したりできるようになる」

ことが目標であると答えた生徒が多かった(15

名)が，それ以外にも「歌を歌う」「映画を見る」

など様々な目標があった。自分の興味・関心に

応じた目標をもちながら，そのために「単語を

習得する」など必要な知識を身につけることを

めざしていることがわかる。また，「テストの点

数・成績をあげる」を目標とした生徒も 7 名お

り，確実に学習成果を実感する手段として，評

価テストをとらえている状況もうかがえた。 

 

(4) 実践の考察と仮説の検証 

本実践における言語活動の設定，実践とその

結果は，図Ⅳ－５のとおりまとめられる。以下

に，実践の内容と結果を考察し，仮説を検証す

る。 

まず，設定した言語活動に生徒が積極的に取

り組んだという結果から，本実践において工夫

した点が生徒の言語活動に取り組む意欲を高め

るうえで有効であったことがわかる。 

特に効果が大きかったと考えられる点は，目

標を明確にしたうえで，その達成のために工夫

を加えた言語活動を設定し，授業に位置づけた

ことである。指導者は，生徒のどのような能力

を育てたいのかという長期的な展望をもったう

えで，短期的な計画を立て，言語活動につなが

りをもたせた授業を設計した。そのようなスモ

ールステップの目標設定によって配列され 

 

た言語活動は，目標を達成することに対する生

徒の意欲を高め，積極的な取り組みへとつなが

ったと考えられる。指導者も目標を明確にした

指導に関して，次のようにコメントしている。 

生徒が言語活動に積極的に取り組むことによ

って達成感を得，学習成果を実感することにつ

ながったという結果は，適切な支援が必要に応

じて与えられ，効果をあげたことを意味する。

指導者は，モデル文や参考語彙等をどの程度ま 

図Ⅳ－４ 今後の学習の目標（複数回答）

今後の目標　　(複数回答）　　　　　　Ｎ＝35 (人）

15

7

9

7

3

8

1

0 10

英語で会話したり，話したりできるようになる

単語を習得する

英語で歌が歌えるようになる

テストの点数・成績をあげる/高校進学

英語で映画を見る

その他

無答+ないと答えた生徒

20

   
 

・学習成果の実感 
・学習に対する自己効力感 
・肯定的にとらえ自信をもつこと 

 
 
・目標を明確にし，手立てを準備することによって，

達成が予測できるようにすること 
・学習内容を活用することと学習状況を振り返るこ

とによって，学習成果の実感を与えること 

・言語活動は，以前から取り入れることに努めていたが，
(本実践を通して)授業の目標が以前よりもきちんと設
定できていたので，目標に応じた内容の言語活動が実践
できたと思う。 

・生徒が積極的に取り組もうとする言語活動は，生徒がお
もしろいと感じることができ，興味をもつことができる
内容で，達成感を味わうことができる活動であると思
う。 

・言語活動を設定するうえでは，生徒が「きのうよりも自
分は○○ができた」と感じられることを考慮し取り入れ
た。以前は少し(目標設定が高く)難しい言語活動を与え
ていたが，生徒が安心して(抵抗なく)取り組み，結果に
満足すれば，学習に対する意欲が高まるのではと思うよ
うになった。 

図Ⅳ－５  実践１のまとめ 

学習意欲を高めると考えた要因 

 言語活動を設定するうえでおもに工夫した点

 
・生徒は言語活動に積極的に取り組んだ 
・生徒は達成感を得，学習成果を実感していた 
・生徒は学習に対する自己効力感を高めるととも

に，自信をもつようになったことがうかがえた 
・生徒は英語でコミュニケーションを図ることを

めざして今後の学習に目標をもち，意欲を高め

ている傾向がうかがえた 
・生徒の学習行動に改善が見られた 

践 授業実

実 践 の 結 果 
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で与えれば良いかについて試行錯誤しながら

実践を行ったが，支援を与えすぎず，言語活動

に対する「取り組み甲斐」を失うことのないよ

うな適切な配慮がされていた。特に，生徒が身

近な事実について英語で聞いたり，話したりす

る言語活動を十分に行ったうえで，学習プリン

トに書いて表現する機会を設けたこと(資料

1-③)，参考語彙やモデル文を示すことによっ

てすべての生徒が達成できるように工夫した

こと(資料 1-④)，言語活動の評価を確実に行

い，満足できる状況と言えない生徒に対して，

ワークシートの再提出や補充指導を行ったり，

継続指導を続けるうえで授業においても配慮

したりしたこと(p.10，表３)などがたいへん有

効であったと思われる。指導者による生徒一人

一人に応じたきめ細かな支援が，言語活動に取

り組む生徒の意欲を持続させ，その結果，目標

が達成できたことによって，次の言語活動への

期待感や自己効力感，さらには自分自身に対す

る自信を高めることにつながったと思われる。

また，自身の学習行動を自己評価することを通

して，生徒一人一人が言語活動を通して得られ

る学習成果を確実に実感したことも生徒の変

容につながったと考えられる。 

さらに，本実践を通しては，生徒が英語を

様々なコミュニケーションの手段として用い

ることを目標とするようになったり，生徒の学

習行動にも改善が認められたりしたという成

果も得た。生徒一人一人が学習の目標を明確に

もち，授業を通して一歩一歩目標に近づいてい

ることを実感することによって，学習に取り組

む意欲を高め，そのことが積極的な学習行動に

現れたと考えられる。そして，その背景で，目

標を明確にしたスモールステップでの活動の

設定と実践，達成のための手立ての準備，目標

達成の積み重ねと学習成果の実感，自己効力感

や自信の高まり，自己評価による振り返りなど

指導者と生徒の双方が努力したことの一つ一

つが互いに良い影響を与え合ったといえる。 

本実践を通して，積極的に言語活動に取り組

み続けることが，生徒の学習意欲の向上につな

がるという仮説を検証することができた。また，

生徒が積極的に取り組む言語活動とするうえ

で，めざす生徒像や各言語活動の達成目標を明

確にすること，学習意欲を高める要因を把握し，

それらをふまえ実態に応じた工夫を加えるこ

とが有効であることが明らかになった。 

 

２．実践事例２ 

(1) 言語活動の設定 

実践１と同様，生徒対象に実施した質問紙調

査の結果と指導の実態から，学習意欲を高める

要因を把握した。 

質問紙調査からは，表４にあげた項目におい

て，肯定度が低いことがわかり，指導者からは

英語を実際に使うコミュ二カティブな言語活

動を授業で行う機会が少ないというコメント

があった。授業中の生徒の様子からも英語の学

習を知識・理解を中心としたものととらえてい

る傾向がみうけられた。 

質問紙調査の結果において肯定度が低かっ

た項目と指導の実態から考察した結果，学習意

欲を高めると考えられる要因は，コミュニケー

ションを図ることや学習内容に対する興味・関

心を高めること，学習(活動)の達成感を実感さ

せることではないかととらえた(表４)。 

そこで，生徒からの発言を引き出す雰囲気を

作りながら, 大きな声で英語を「話すこと」を

中心に様々な言語活動を取り入れることによ

って，英語でコミュニケーションを図ることや
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表４ 肯定度の低かった項目から考察した学習意欲を高めると考えられる要因 

質 問 項 目 
肯定度
（％）

 
学習意欲を高める要因

授業中は、大きな声で発音や音読の練習をしている 26.0   

英語の授業では積極的に自分から発言する 28.1   

ALT に積極的に話しかけていきたいと思う 30.5   

英語で何か聞かれたとき、間違いをおそれず何か答えようとする 41.5   

学習内容に対する興味・関心を高めことをめざ

した。また，学習の達成感をもたせるために，

授業の開始時に生徒に目標を示し，指導者，生

徒ともに達成目標を意識して授業にのぞむこ

ととした。 

以下に，取り組んだおもな言語活動について，

工夫した点とその意図を述べる。 

① フラッシュカードを用いた活動 

本実践ではまず，生徒が大きな声で発言する

ことができるようにすること，それがコミュニ

ケーションの手段として英語を学習するうえ

で必要な学習活動だと意識づけることをめざ

し，指導者が作成したフラッシュカードを活用

した言語活動を設定した。様々なパターンで，

おもに単語を「聞くこと」「発音すること」の

指導を中心に行った。クラス全体から徐々に少

人数にし，単元の指導の終末では，示されたカ

ードを一人でも自信をもって発音することが

できるよう段階的に指導を行った。そのうえで，

カードを見ながら意味を確認したり，指導者が

発音した単語を書き取ったりする活動へと展

開することも試みた(資料 2-①)。 

② 英問英答を行う活動 

生徒が英語を積極的に使うことをめざし，英

問英答の言語活動を様々な形式（指導者⇔クラ 

ス全体，生徒⇔生徒，ペアを固定せずなど)，

様々な指導場面(前時の復習，新出事項の確認，

単元のまとめとしてなど)で積極的に取り入れ

た。また，問答活動を通して得た情報を書いた

り，話したりしてクラスに報告する言語活動へ

と展開することも試みた(資料 2-②)。その際

には，目標を達成するための手立てとして事前

に十分な口頭練習を行うこととした。聞く・話

す内容や方法を活動ごとに工夫し，生徒が「知

りたい」「伝えたい」「おもしろそう」「楽しそ

う」と思うものとなるよう心がけた。 

③ 教材を工夫した活動 

生徒の興味・関心を高めることを念頭におき，

写真や絵などについて問答する言語活動や，興

味のもてるイラストや英文を含んだプリント

で学習する時間を設けるなどの工夫をした。生

徒にとって身近なものを教材として活用する

ことで，興味をもってそれについて聞いたり話

したりするコミュニケーションを行う活動を

めざした。 

④ 概要を聞き取る活動 

英語で話される内容を聞こうとする意欲を

高める工夫を様々に行った。具体的には，題材

に関する興味が高まるよう英語を交えた問答

活動を通して，生徒に題材の背景知識を与えた

クラスメイトは目標をもって英語の学習に取り組んでいる 44.4   

英語の授業中はもっと英語を使いたい 44.7   

英語の授業はおもしろいし楽しい 45.2   

先生は努力したことに対して評価してくれるので勉強の励みになる 45.4   
学習した単語や表現を用いて、英語で話すことができる 46.1   

英語を学習する目的や目標がある 47.6   

コミュニケー

ションに対す

る興味・関心 

学習内容に 
対する 

興味・関心 

指
導
の
実
態 

学習(活動)の 
達成感 
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り，様々な情報の提供を行ったりした。また，

内容理解のポイントや質問事項を黒板やワーク

シートに示したりもした。生徒の実態に応じる

ため，使われることが予想される単語や表現を

あらかじめ確認する，答えを選択肢で示す，答

えであると考えた部分の音だけでもワークシー

トに記入するよう指示するなども試みた(資料

2-④)。 

⑤ 伝えたい内容を英語で書く活動 

伝えたい内容を正しく書くことや内容にま

とまりのある文章を複数の英文で書くことにつ

いては，継続的な指導が必要である。そこで，

本実践では，身近な題材について口頭での「話

すこと」「聞くこと」の言語活動を十分に行った

あと，話した内容を「書くこと」の活動として

積極的に取り入れた。短い文を１～２文程度書

くことから始め(資料 2-②),単元の集大成とし

て３～５文程度を書くなど継続的，段階的に指

導した。まとまった量の文章を書く段階では，

学習した文法事項を活用して身近な事実につい

て書く活動を設定し，モデル文を例として示し

たり，指導者自身が書いたものを準備したりす

るなど，達成のための手立てを講じた。さらに，

英文だけでなく内容を表す絵を描いたものを作

品として教室に掲示することで，評価も意識さ

せるなどの工夫をした。 

⑥ クラスで発表する活動 

毎時間の授業において，生徒が発言する機会

を積極的に作ることから始め，一人あたりの発

話を１語から複数語，１文から２～３文程度と

段階的に増やし，間違えることを恐れず，大き

な声で発表ができるよう言語活動を工夫した。

短いものは，フラッシュカードに示された単語

の発音と意味を言うだけであったり，指導者の

質問に対して英語や日本語で答えたりするもの

である。問答活動を行ったあとや英語で文を書

いたあとには，生徒が発表する機会をできる限

り与えるようにした。 

⑦ 音読活動の工夫と音読テスト 

単元の学習の開始時に音読テストを予告し，

単元の指導を通して様々なバリエーションで音

読活動を行った。本実践では，まず，すべての

生徒が音読できることを目標に，教科書の英文

の意味を確実に理解したうえで，英語のリズム

や基本的な抑揚およびイントネーションを学ぶ

こととした。これらを音読テストの評価の観点

として生徒に示し，拡大コピーを見ながらリズ

ム等を理解させる全体練習を行った。さらに，

ペアで練習させ，発音を確認する機会も与えた

うえで，家庭での練習を宿題とし，単元の学習

終了後，一人ずつ音読テストを行った。 

 

(2) 実践の結果 

① 言語活動に取り組む生徒の様子 

設定した言語活動に取り組む生徒の様子に

ついて，指導者からは表５のようなコメントを

得た。生徒が積極的に取り組んだことを示すも

のが多く，言語活動を重ねるうちに生徒がだん

だんと大きな声を出したり，一人でも発言，発

表ができるようになったりしていく様子がうか

がえる。また，カタカナで書いたり，友だちに

聞いたりするなど，学習活動の達成のために努

力していることもわかる。実際，事後の意識調

査の結果，「積極的に発言する」「大きな声で発

音や音読の練習をしている」という項目に関し

ては，図Ⅳ－６(p.18)のとおり，肯定度が大き

く変化している。生徒の感想にも，次のような

記述があり，英語を聞いたり話したりする言語

活動を楽しみながら積極的に取り組んだ様子が

うかがえる。
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 表５ 設定した言語活動に取り組む生徒の様子に関する指導者のコメント 
 
①フラッシュ
カードを用い
た活動 

・教師の発音をまね，正しく発音しようと努力している様子がうかがえる。 
・（授業で取り組む回数がふえるにつれ）だんだんと発音練習時の声が大きくなってきている。 

②英問英答を

行う活動 

・初めは，話すことに少し恥ずかしさがあるようだったが，(友だちどうしなど)個人対個人であれば，声に出

して英語で話すことができるようになってきた。 

・（回数を重ねるたびに）席から早く立って，質問をしに行くようになってきた。 

・質問をした結果を発表する活動や書く活動へとさらに展開させていくうえで，時間配分を工夫したり，活動

の取り組み方をわかりやすく説明したりすることが必要である。 
③教材を工夫

した活動 

・生徒は，芸能人の写真を使っての活動に興味を示していた。プリントのイラストも普段と違うものを使うと

絵に興味を持っていた。 
・（示される写真に興味をもつことで，指導者の英語での質問に耳を傾けていたので），言語活動に取り組む動

機付けになったと思う。 
・生徒の知っているまたは興味のもてるものを教材として使うべきだ。生徒が注目し導入をスムーズに行うこ

とができた。 

④概要を聞き

取る活動 

・聞き取りのポイントをふまえて，意欲的に取り組んでいる姿勢を感じた。 
・単語が書けない時もカタカナで書くなどあきらめずに取り組む生徒が見うけられた。 
・答え合わせをするときも積極的に答える生徒が増えた。 

⑤伝えたい内

容を英語で書

く活動 

・モデル文をワークシートに示したことで，ほとんどの生徒が英文を完成することができていた。 

・学習事項(代名詞)を使って英文を書くことができていた。 

・予想以上の(積極的な)取り組みの姿勢に学習事項を活用する言語活動の効果を感じる。 

⑥クラスで発

表する活動 

・はじめは，前には行かせず，座席で立って発表することから取り組んだ。 
・だんだんと大きな声で発表できる生徒が増え，友だちの発表内容を関心をもって聞いている生徒も多かった。

⑦音読活動の

工夫と音読テ

スト 

・教科書の拡大コピーを使うことで，驚くほど音読に対する(がんばろうという)姿勢が表れていた。楽しんで

取り組んでいた。 
・ペアでの練習活動は積極的に取り組む生徒が多く，読めないところなど自分の苦手なところを確認していた。

・音読テストは生徒一人一人と英語(の学習)について話ができる良い機会であった。  
・音読テストの結果は，筆記テストにおいて満足できる結果を出すことができていない生徒にとって自信となると思う。 
・音読テストに向けて，カタカナをふってでも読もうする生徒や感情をこめて表現しようとする生徒がいた。 
・(テストで)読むページを生徒に選択させたが，学習意欲の高い生徒はあえて難しいページを選ぶなど，チャ

レンジする姿勢が見られた。 

 

② 生徒の変容 

次に，実践を通しての生徒の英語学習に対す 

る意識や学習行動の変容について述べる。 

 まず，学習意欲を高めると考えた要因に関し

て変容が認められる項目(p.18，図Ⅳ－６)につ

いて考察する。「積極的に自分から発言する」

「ALＴに話しかけていきたい」「間違いを恐れ

ず英語で答えようとする」「日本語と同じレベル

で英語を使いたい」といった項目から，生徒が

英語を用いてコミュニケーションを図ることに

対して興味・関心を高めていることがうかがえ

る。これらの項目に加えて，「大きな声で練習を

している」「もっと英語を使いたい」「授業はお

もしろいし楽しい」「ペアやグループでの活動に

楽しく取り組むことができる」といった項目に

おいても肯定度が上がったことから，コミュニ

ケーションを行うことをめざした英語の学習に

対しても興味・関心を高めていることがわかる。

そして，意欲をもって言語活動に取り組んだ結

果，「聞いて理解できる」「読んで理解できる」

など，学習の達成感を得ていることもわかる。 

・友だちと英語で話をしたり，質問に答えたりすること

ができたのでよかった。ほかの英語も話せるようにな

りたい。 
・CD をしっかり聞けた。内容も理解できた。 
・（友だちの発表を聞いて）みんなアイディアがいいな

ぁと思った。 
・音読の練習がしっかりできた。次の授業でする音読テ

ストもがんばりたい。 

生徒がコミュニケーションを図ることや学

習内容に対して興味・関心を高め，達成感を実

感していたことについては，指導者も感じてお

り，実践後の生徒の様子を次のようにコメント

している。 
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図Ⅳ－６ コミュニケーションや学習内容に対する興味・関心の高まりと学習の達成感の実感 

コミュニケーションや学習内容に対する興味・関心と
達成感の実感に関する生徒の変容　（％）

28.1

30.5

41.5

60.7

26.0

44.7

45.2

50.4

54.1

57.5

43.9

44.1

48.0

67.9

47.3

51.6

52.5

59.0

63.5

66.4

20 30 40 50 60 70

英語の授業では積極的に自分から発言する

ALTに積極的に話しかけていきたい

英語で何か聞かれたときには、間違いをおそれず何か答えようとする

英語を学習して日本語と同じレベルで話したり読んだり書いたりしたい

授業中は、大きな声で発音や音読の練習をしている

授業中はもっと英語を使いたい

英語の授業はおもしろいし楽しい

ペアやグループでの活動には楽しく取り組むことができる

話されている英語を聞いてだいたいの内容が理解できる

簡単な英文を読んでその内容を理解することができる

事前 事後 ％

 

 

 

 

・生徒は積極的に英語を口に出すようになった。授業

以外でも英語であいさつをしたり，授業中でも大き

な声で発音練習に取り組むようになった。 
・生徒の中には(提示した)目標を意識して活動に取り

組んでいる生徒がおり，満足感や達成感を実感して

いたと思う。 

10)に対しても意識の変容が認められる。クラス

メイトについては，「上手に英語を話したり，音

読したりする」という項目に対して肯定度が上

がっている。自分自身が言語活動に積極的に取

り組んだことによって，友だちの言語活動への

取り組み方が良くなっていることを実感したた

めであると考えられる。また，「学習にも学校行

事にもがんばることができるクラスだ」の回答

からも，仲間に対する意識が肯定的なものへと

変化していることがわかる。また，指導者に対

しても「授業の内容や方法を工夫してくれる」

「努力したことに対して評価してくれる」とい

学習意欲を高めると考えた要因に関する項

目以外にも生徒の変容が認められた(図Ⅳ-７)。

まず，「学習に関してよく努力している」「学ん

だことが身についている」に対して肯定度が上

がっていることから，生徒が学習成果を実感し，

自己を肯定的にとらえるようになったことがう

かがえる。さらに，学習に取り組むうえで大切

な動機付けの要因となるクラスメイトや指導者 

自分自身やクラスメイト、指導者に対する意識の変容 （％）

53.6

53.3

58.1

52.8

53.4

45.4

59.2

57.0

67.5

59.8

61.7

52.6

40 50 60 70

英語の学習に関して自分はよく努力していると思う

授業で学んだことはしっかりと身についている

クラスの友だちは自分よりも上手に英語を話したり、音読したりする

自分のクラスは学習にも学校行事にもがんばることができるクラスだ

先生は授業の内容や方法を工夫してくれる

先生は努力したことに対して評価してくれるので勉強の励みになる

図Ⅳ－７ 自分自身やクラスメイト、指導者に対する意識の変容 

事前 事後 ％
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う項目において肯定度が上がっている。指導者

は，自分自身やクラスメイトに対する生徒の意

識の変容を次のようにコメントしている。 

 

 

 

 

 

今後の目標について生徒に尋ね，自由記述で

回答を求めたところ，図Ⅳ－８のように分類さ

れる目標をもっていることがわかった。「英語を

話したり，会話したりすることができるように

なりたい」と答えた生徒が 94名中 52名にも及

ぶこと，それ以外にもコミュニケーションの手

段として英語を用いることやそのために正しい

発音や単語の知識などを習得することを目標と

する生徒が多いことがわかる。 

さらに，「英語で会話をしたり，読んだり書

いたりするために，英語の発音や単語，文法な

どを身につけようと思いますか」と尋ねたとこ

ろ，94 名中 66 名の生徒があてはまると答えて

おり，学習意欲の向上がうかがえる結果であっ

た。 

(3) 実践の考察と仮説の検証 

本実践における言語活動の設定，実践とその

結果は図Ⅳ－９のとおりまとめられる。以下に，

実践の内容と結果の関連を考察し，仮説を検証

する。 

まず，実践１と同様，本実践においても設定

した言語活動に生徒が積極的に取り組んだとい

う結果から，工夫した点が有効であったことが

わかる。特に，「知りたい」「伝えたい」と思う

ことができる言語活動やそのために必要な知識

を得る言語活動によって，生徒がコミュニケー

ションを図ることへの興味・関心を高めるとと

もに，英語を声に出して練習する活動が英語を

学ぶうえで，欠かせない学習活動であることを

理解したことの効果が大きいと考える。 

このことから，英語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ることに対する興味・関心を高めるた

めには，学習そのものが英語を用いてコミュニ

ケーションを行うことをめざしたものでなけれ

ばならないことがわかる。本実践においては，

図Ⅳ－８ 今後の目標（複数回答）

今後の目標　（複数回答)　　Ｎ＝９４　（人）

52

6

6

16

9

21

13

0 20 40

英語で会話したり，話したりできるようになる

正しい発音ができるようになる

英文を読んで理解できるようになる

英語で手紙や文章を書いて意思を伝える

単語を習得する

その他

無答+ないと答えた生徒

60

   
 

・英語でコミュニケーションを図ることに

対する興味・関心 
・学習内容に対する興味・関心 
・学習(活動)に対する達成感 
 
 

 
・「知りたい」「伝えたい」状況を作る，肯定的な第

一印象を与える，評価を意識させることによって

取り組もうとする意欲を高める 
・達成目標を提示することによって達成を予測した

うえで

・教師に積極的に話しかけてくるようになった。その
中で，自分の英語学習方法や英語に関するエピソー
ドを話してくれた生徒もいる。 

・Communicative English （コミュニケーションを行

うために英語を用いること）を通じて，生徒と教師

とのコミュニケーションが多くなり，距離が縮まっ

た。それによって生徒が教師に親近感をもって接し

てくれるようになったと思われる。 

図Ⅳ－９ 実践２のまとめ 

言語活動に取り組む意欲を高める 

学習意欲を高めると考えた要因 

 言語活動を設定するうえでおもに工夫した点

授業実践 

 
・生徒は言語活動に積極的に取り組んだ 
・生徒は英語を用いてコミュニケーションを図る

ことや学習意欲に対して興味・関心を高めた 
・生徒は学習の達成感を実感していた 
・生徒は学習に対する自己効力感を高めるととも

に，自信をもつようになったことがうかがえた 
・生徒は指導者やクラスメイトに対しても肯定的

にとらえるようになったことがうかがえた 
・生徒は今後の学習に対して目標をもち，意欲を高

めている傾向がうかがえた 

実 践 の 結 果 
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指導者がこの点をふまえ言語活動を設定し，授

業に位置づけたこと，そして，授業の達成目標

を生徒に示したことによって，学習に対する生

徒の興味・関心を高め，積極的に言語活動に取

り組もうとする意欲の向上につながったと考え

られる。 

さらに，本実践においては，生徒が達成感を

実感できたことや指導者やクラスメイトに対し

て肯定的にとらえるようになったという成果も

得た。このことは，実践１と同様に，生徒が一

つ一つの学習活動の達成を実感したことによっ

て，学習に対する自己効力感を高め，自分自身

を肯定的にとらえるようになったとともに，授

業を通してクラスメイトや指導者ともコミュニ

ケーションの機会が増えたことなど全てが有機

的に関連した結果であると考えられる。 

つまり，本実践においても，生徒が積極的に

取り組む言語活動をめざして工夫した点が，学

習意欲の向上につながる他の要因にも影響を及

ぼす結果となったと言える。そして，様々な要

因が関連し合うことで，生徒は今後の学習に対

して目標をもち，身につける必要のある内容を

学習しようという意思を表明したと考えられる。 

以上から，本実践においても，言語活動に積

極的に取り組み続けることが，生徒の学習意欲

の向上につながるという仮説を検証することが

できた。また，生徒が積極的に取り組む言語活

動とするために到達目標をふまえ生徒の実態に

応じた工夫を加えることが有効であることも明

らかになった。 

 
Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 
本研究では，英語教育の目標や内容，現状と

課題をふまえ，中学校外国語(英語)科の指導内

容である言語活動に取り組もうとする意欲を高

め，積極的に取り組み続けることによって，生

徒の学習意欲はさらに高まるのではないかとい

う仮説のもと研究を進めてきた。   

まず，生徒が積極的に取り組む言語活動とす

るための考え方や具体的な方法を探った。そし

て，生徒の英語学習に対する意識や指導の実態

から学習意欲を高める要因をとらえ，それらを

ふまえて工夫を加えた言語活動を授業に位置づ

けた実践を行った。 

一方の実践では，英語を用いてコミュニケー

ションを図ることへの生徒の興味・関心を生か

し，さらに工夫を加えた言語活動を通して生徒

が学習成果を実感できることをめざした。実践

を通して，生徒は学習活動の達成感から，「次も

できる」といった自己効力感や自分に対する自

信を高めるようになった。実践後の意識調査か

らは，生徒が英語で会話ができるようになりた

いなど具体的な目標をもつようになるとともに

英語の音声や文法，語彙に関する知識・理解を

さらに深めたいという意欲を高めていることが

わかり，生徒の学習行動にも改善が認められた。 

もう一方の実践では，生徒が英語を用いたコ

ミュニケーションを図ることに対する興味・関

心を高めることができるよう，言語活動を積極

的に取り入れた。実際にコミュニケーションを

行う活動やそのために必要な知識を得るための

言語活動を通して，生徒は学習内容に対する興

味・関心を高め，言語活動に積極的に取り組ん

だ結果，学習活動の達成感を得ることができた。

実践後の意識調査では，もっと話せるようにな

りたいなど英語をコミュニケーションの手段と

して用いることを具体的な目標としてあげる生

徒が多くなり，そのために言語材料に関する知

識・理解をさらに深めたいという学習意欲の向

上がうかがえた。 

 20 



２つの実践から，生徒は積極的に言語活動に

取り組み続けることを通して，一層学習に対す

る意欲を高め，到達目標をめざして基礎・基本

を習得しようとすることがわかり，仮説を検証

することができた。そして，生徒が積極的に取

り組む言語活動とするためには，指導者が生徒

の実態に応じた工夫を加える必要があることも

明らかとなり，図Ⅴ－１に示す点を考慮し，工

夫することが有効であることがわかった。 

研究を通して，以上の点を明らかにすること

ができた一方で，言語活動に取り組むことを通

して高まった生徒の意欲を確実にコミュニケー

ション能力や英語の学力の向上へとつなげるた

めの学習活動の内容・方法を追究し，実践する

必要性も明らかとなった。今後，研究を続けて

いくうえでの課題は，次のとおりである。 

・学習意欲を高めた生徒が学習内容を確実に身

につけることができる学習活動と評価の内

容や方法を追究すること 

・指導と評価の一体化をめざし，コミュニケー

ション能力や英語の学力に関する評価の内

容・方法を追究すること 

・学習活動の評価を確実に行うことを通して，

学習意欲の高まりがコミュニケーション能

力や学力の向上につながることを明らかに

すること 

 

おわりに 
「実践的コミュニケーション能力」の育成を

めざした学習指導要領が示されてから，十年近

くが経とうとしている。その間，外国語(英語)

科の指導のあり方に関して様々な研究や実践が

行われ，指導者を対象にした指導法や英語力向

上のための研修の機会も増えたことは事実であ

る。しかし，生徒の実態からは，依然として多

くの課題が残っている現状がみうけられる。こ

のことは，英語教育に関わる指導者一人一人が，

実践的コミュニケーション能力の育成をめざし，

指導の改善にさらに取り組まなければならない

ことを意味していると考える。 

本研究は，実践的コミュニケーション能力の

基礎・基本となる英語を用いたコミュニケーシ

ョンへの関心・意欲・態度と言語材料に関する

知識・理解を備えた生徒を育成するうえで，言

語活動を授業に取り入れ，学習意欲の向上を図

ることの有効性を追究してきた。実践的コミュ

ニケーション能力の習得をめざし生徒がいきい

きと学習しながら能力を高めていくと同時に，

指導者がそのような生徒の成長を実感し，喜び

とできるような中学校英語教育の振興をめざす

うえで，本研究が少しでも役に立つことができ

れば幸いである。 

図Ⅴ－１ 取り組む意欲を高める言語活動 

 

・英語を用いたコミュニケーションへの興味・関心
・学習内容への興味・関心 
・習得の必要性や価値 
・目標到達の可能性 
・学習活動の達成感 
・学習成果の実感 
・学習に対する自己効力感 
・自己を肯定的にとらえ自信をもつこと 
・指導者やクラスメイトに対する肯定的な態度 

学習意欲を高めると考えられる要因 

 
・「知りたい」「伝えたい」状況を作る 
・肯定的な第一印象を与える 
・評価を意識させる 
・達成目標を明確にする 
・目標達成のための手立てを準備する 
・学習内容を活用する機会を与える 
・学習状況を振り返る機会を与える 

言語活動を設定するうえで工夫したい点 

めざす生徒像(目標)の設定 
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Classroom”  Cambridge University Press. 2001. 
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委員の先生方には授業実践や多くの資料を提供

していただいた。また，研究顧問である赤塚康

雄先生には多くの指導を賜った。心よりお礼を

申し上げる。加えて，多くの方々からご指導，

ご批正をお願いする次第である。 
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 Dörnyei, Z.  “Motivation and Motivating in the 
Foreign Language Classroom”  Modern Language 
Journal 78. 1994. pp.273-284. 【研究協力委員】（50 音順 敬称略） 

Williams, M. & Burden, R. “Psychology for 
Language Teachers”. Cambridge University Press. 
1997. 

岡 本  亜 希 子 （大阪市立豊崎中学校） 

満  谷   和  代 （大阪市立東三国中学校） 

 11) 外発的動機付け(Intrinsic Motivation)と内発的動

機付け(Extrinsic Motivation)に関しては，次の文献

を参考にした。 
【引用・参考文献】 
１） 文部省 「中学校学習指導要領(平成10年12月) 解

説－外国語編－」 東京書籍 平成 11年 9月 p.7 
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の行動計画」 平成 15 年３月 O’Malley, J.M. & Chamot, A.U.  “Learning 
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語学習成功者の研究」 松柏社 2003 ５） 文部省 「中学校学習指導要領(平成10年12月) 解

説－外国語編－」東京書籍 平成 11年 9月 p.９～

p.10 13）このような学習については，Learner Autonomy, 
Self-Regulatory Learning あるいは，Strategy 
Training などと呼ばれる領域において研究され

ている。参考文献は以下の通りである。 
６） 文部省 「中学校学習指導要領(平成10年12月) 解

説－外国語編－」東京書籍 平成 11 年 9 月 p.11， 

p.53     Benson, P. “Teaching and Researching Autonomy in 
Language Learning” Harlow: Pearson Education. 
2001. ７）国立教育政策研究所 「英語教育改善実施状況調査

結果概要（中学校）」 平成 17年 11月 Wenden, A. “Incorporating Learner Training in the 
Classroom” In Wenden, A. and Rubin, J. (eds.) 
“Learner Strategies in Language Learning”  
Cambridge: Prentice Hall. 1987. 

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/06032

211/001/001.pdf  

８) 国立教育政策研究所 「平成 15 年度教育課程実施

状況調査 教科別分析と改善点（中学校・英語）」  

平成 17年 4月 

Wenden, A.  “Learner Strategies for Learner 
Autonomy”  New York: Prentice Hall. 1991. 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/katei_h15/H15/
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14) 自己効力感（Self- Efficacy）については以下の文献

を参考にした。 
 

  Bandura, A. “Self-Efficacy : The Exercise of Control” 
９) 動機付け(Motivation) は第二言語(L2)を習得する

うえで最も重要な要因のひとつであると考えられ

ている。参考文献は次の通りである。 

New York: Freemen.  1997. 
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【資料１】 実践事例１において取り組んだ言語活動の指導案およびワークシート等の例 

① 「英問英答を行う活動」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習指導要領における言語活動の領域と内容＞ 

  聞くこと(ウ)質問や依頼などを聞いて適切に応じること 

聞くこと(エ)話し手に聞き返すなどして内容を正しく理解すること 

話すこと(イ)自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるように話すこと 

話すこと(エ)つなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと 

書くこと(ア)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意をして正しく書くこと 

書くこと(ウ)自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように書くこと  

＜目標＞ ① 接続詞 that を含む構文を理解し，質問したり自分の考えを述べたりすることができる 
     ② 得た情報を英語で話して伝えることができる 

＜評価規準＞ (あ)～(う)については，〔 〕内の方法による評価の結果を p.10 表３(Ａ)に示している 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 言語や文化について
の知識・理解 

(言語活動への取り組み)  
(あ)〔観察〕積極的に言語活動
に取り組んでいる  

(正確な発話) 
(い)〔観察〕伝えたい内容を話
して正確に伝えることができる

(正確な理解) 
質問の内容を正しく理
解することができる 

(言語についての知識) 
接続詞 that を含む文構
造について理解している  

(コミュニケーションの継続) 
理解できないところがあって
も推測したり，聞き返したりす
るなどしてコミュニケーショ
ンを続けようとする  

(適切な発話・筆記) 
・聞かれたことに対して適切に
応答することができる 
・語句や表現，文章形式などを選
択し，書くことができる 

(適切な理解) 
(う)〔観察〕質問に
対して，適切に答え
ることができる  

(文化についての理解) 

 
＜活動の内容・方法と手順および留意点＞  活動名 ：アンケート調査 

１ 接続詞 that を含んだ質問文を全体で練習
し，意味・内容，答え方を確認する 

できれば，理由も簡単な英語で言えるようにする 

２ 答えを予想してから，友だちに英語で質
問をして意見を聞く 

英語で問答をしているかどうか確認する 
理由も聞くことができれば，Why? と尋ねる 

３ 自分の意見やアンケート調査の結果を発
表する 

I think that ～. Because ～. 
Mr       thinks that ～. Because ～. 

４ ひとつの質問文を選んで，自分の考えと
理由を英語で書く 

辞書や参考語彙などを用意しておく 
教師も自分の考えを簡単な英語で言う 

 

 「聞くこと」「話すこと」
から「書くこと」の言語
活動へつなげた  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問＞ 自由に選んで質問する。 
1. Do you think that it will be cloudy tomorrow? 
2. Do you think that Ms. Kida went shopping yesterday? 
3. Do you think that Mr. Masui likes karaoke? 
4. Do you think that Mr. Kamenashi is handsome? 
5. Do you think that sumo is popular in Japan? 
6. Do you think that students can come to school by bike?
7. Do you think that students must study English? 
8. Do you think that you will drive a car in the future? 
9. Do you think that Natto is delicious? 
10. Do you think that Osaka is a good city? 

コミュニケーションを継続

するために必要な表現を示

した 
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③ 「伝えたい内容を英語で書く活動」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習指導要領における言語活動の領域と内容＞                  
書くこと(ア)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意をして正しく書くこと 

書くこと(ウ)自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように書くこと 

聞くこと(イ)自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，具体的な内容や大切な部分を聞き取ること 

＜目 標＞ ①会話の内容を工夫するなど，意欲的に書くことの言語活動に取り組んでいる。  
②買い物の場面で使われる基本的な表現や語彙を理解し，用いることができる。 

＜評価規準＞  (あ)～(う)については、〔 〕内の方法による評価の結果を p.10 表３(Ｂ)に示している 
コミュニケーションへの 

表現の能力 理解の能力 言語や文化についての 
知識・理解 関心・意欲・態度 

(言語活動への取り組み)  
(あ)〔観察〕積極的に言語活動に取
り組んでいる 

(正確な筆記) 
・伝えたい内容を書いて正確
に伝えることができる 
(い)〔ワークシート〕文法に従
って正しく書くことができる 

(正確な理解) 
 

(言語についての知識) 
買い物の場面で用いられる
表現や語彙を理解し，正しく
用いることができる 

(コミュニケーションの継続) 
表現できないところがあっても知
っている語句や表現を用いたり，調
べたりしながら書き続けている 

(適切な筆記) 
(う)〔ワークシート〕語句や表
現，文章形式などを選択し，書
くことができる 

(適切な理解) (文化についての理解) 
日本での買い物の場面との
表現や習慣の違いなどを理
解する 

＜活動の内容・方法と手順および留意点＞  
１ 教科書本文を音読し，内容や重要な表現を確認する〔復習〕 全ての生徒が理解できているか確認する 
２ ペアまたはグループで買い物の場面の会話を作る 会話のフォーマットと参考語彙を与える 
３ 完成した会話を練習して，クラスで発表する 感情をこめて表現できるよう指導する 

 

  

＜自己表現の機会を与えた学習プリントの例＞ 

「聞くこと」「話すこと」から

「書くこと」の言語活動へとつ

なげるために，学習プリントに

も自己表現する機会を積極的

に取り入れた 
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④「クラスで発表する活動」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習指導要領における言語活動の領域と内容＞    

話すこと(イ)自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるように話すこと 

話すこと(エ)つなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと    

聞くこと(イ)自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，具体的な内容や大切な部分を聞き取ること

＜目標＞ ① 10 年後の自分について大きな声で発表することができる 
      ② be going to / will の意味・用法を理解し，正しく用いることができる 

＜評価規準＞   (あ)～(う)については，〔 〕内の方法による評価の結果を p.11 表３(Ｃ)に示している 
コミュニケーション 
への関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての 

知識・理解 
(言語活動への取り組み)  
(あ)〔観察〕積極的に言
語活動に取り組んでいる 

(正確な発話) 
伝えたい内容を話して正確
に伝えることができる 

(正確な理解)
 

(言語についての知識) 
(う)〔ワークシート〕be going to / will
の意味・用法を理解し，正しく用いるこ
とができる  

(コミュニケーションの継続)
つなぎ言葉を用いるな
ど，工夫して話している 

(適切な発話) 
(い)〔発表〕適切な速さや声の
大きさで話すことができる 

(適切な理解) 
話される内容をおおまか
に理解することができる 

(文化についての理解) 
英語でのスピーチの仕方な
どについて理解している 

＜活動の内容・方法と手順および留意点＞   
１ 10 年後の自分について書く 参考語彙をワークシートにして配布する 
２ 完成した文章を正しい発音で練習する 感情をこめ，表情や身振りなども工夫する 
３ クラスで一人ずつ発表し，友達の発表を評価する 

自己評価も行う  
評価の観点を「大きな声」「正しい発音」「アイコン
タクト」とし，聞き取れた内容をメモする 

 

 

 

 

 

 

 

                              ＜評価シートの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

モデル文と参考語彙を与え，

すべての生徒が達成できる

ように工夫した 

絵などもたくさん取り入れ，

見た目も楽しいワークシー

トを工夫した 

 ◎○△で評価する
聞き取れた内容 

大きな声 正しい発音 アイコンタクト 
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⑤「スラッシュリーディング」→ ⑥「ペアやグループでの音読練習」の活動例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習指導要領における言語活動の領域と内容＞      
読むこと(ア) 文字や符号を識別し，正しく読むこと 

読むこと(イ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように音読すること 

話すこと(ウ) 聞いたり読んだりしたことについて，問答したり意見を述べ合ったりすること 

＜目標＞ ①新出文法，新出語彙の意味や用法を理解したうえで，正確に教科書本文を音読することができる   

②理解した内容に関して英語で問答したり，日本語で自分の考えを述べたりすることができる 

＜評価規準＞  
コミュニケーションへの 

 

＜スラッシュリーディングのワークシートの例＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 言語や文化について
の知識・理解 

(言語活動への取り組み)  
積極的に言語活動に取り組ん
でいる 

(正確な音読・発話) 
・正しい強勢，イントネーション，

区切りなどを用いて音読できる 
・話そうとすることを正確に聞き手
に伝えることができる 

(正確な理解) 
書かれている内容を
正確に読み取ること
ができる 
 

(言語についての知識) 
新出語彙や新出文法
について意味・用法を
理解している 

(コミュニケーションの継続) 
理解できないところがあって
も推測したり，聞き返したり
するなどしてコミュニケーシ
ョンを続けようとする 

(適切な音読・発話) 
・場面や心情に応じた音読ができる 
・適切な音量で読むことができる 
・聞かれた事に対して適切に応答す
ることができる 

(適切な理解) 
質問や依頼などに対
して適切に応じるこ
とができる 

(文化についての理解) 
動物保護や環境保護
について考えようと
する   

 
＜活動の内容・方法と手順および留意点＞   

１ スラッシュリーディングによって内容を正確に理解する 新出事項や発音の要点をおさえる 
２ 教師に続いてコーラスリーディングを行う スラッシュごとのチャンク→徐々に長くする 

場面や心情に応じた音読をめざす 
３ ペア/グループでチャンクごとの英語⇔英語，日本語⇔英

語の練習をする 
正しく発音ができているか確認する 

４ 本文の内容に関する Q&A を行う 日本語でも自分の考えを述べさせる 
 

 スラッシュで区切られ

たまとまりごとに日本

語→英語ができるよう

に練習をした 

  

実践の後半には，日本語を

参考に英文にスラッシュ

を入れるワークシートを

工夫した 

英語の語順のままで内容を

理解することをめざしたワ

ークシート 
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【資料２】 実践事例２において取り組んだ言語活動の指導案およびワークシート等の例 

 

①「フラッシュカードを用いた活動」の例  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜学習指導要領における言語活動の領域と内容＞       
聞くこと(ア) 強勢，ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正しく聞き取ること 

話すこと(ア) 強勢，ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ，区切りなど基本的な英語の音声の特徴に慣れ，正しく発音すること 

読むこと(ア) 文字や符号を識別し，正しく読むこと 

書くこと(ア) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意をして正しく書くこと 

＜目標＞ ①大きな声で積極的に発音練習に取り組む 
②新出語彙の強勢を理解し，正しく発音することができる      

＜評価規準＞ 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
表現の能力 理解の能力 

言語や文化についての 
知識・理解 

(言語活動への取り組み)
積極的に発音練習に取り

組んでいる 

(正確な発話) 
強勢に注意しながら，新

出語彙を正確に発音する

ことができる 

(正確な理解) 
・語の強勢を正しく聞き分け

ることができる 
・新出語彙の意味を理解する

ことができる 

(言語についての知識) 
文字や符号を識別し，正

しく発音する知識を身に

つけている 

(コミュニケーションの継続) (適切な発話) (適切な理解) (文化についての理解)
  

＜活動の内容・方法と手順および留意点＞   
フラッシュカードを見ながら単語を発音し，教師に

続いてリピートする 
各単語の強勢や音節を意識させる 
名詞については複数形を確認する 

１ 

２ 示されたカードを１枚ずつ読む（全体→個人） 正しく発音できているか確認する 
３ フラッシュカードを見ながら意味を確認する できれば，教科書本文など文中で確認する 

 
④ 「概要を聞き取る活動」のワークシートの例 

４ 教師が発音した単語を書きとる 答えあわせを確実に行う 
その際，意味をもう一度確認する 

 「聞くこと」「話すこと」
から「書くこと」の言語
活動につなげた 

Lesson 3 ワークシート           Class      No.      Name                         

♪ＣＤをよく聞いて次の質問に答えてみよう。 

 英語の意味が分からない場合には，聞こえた英語の音をメモしてみましょう。 

 

(1) ポールはカバンの中に何をもっていると言っていますか。   （             ） 

(2) ポールは「フットボールがどうなんだ」と言っていましたか。 （             ） 
  I               football very much.   

(3) ポールと久美がキャッチホールをしているとき，ポールは何と言って久美をほめていましたか。 
  You’re very                    .                          （              ） 

(4) ポールはフットボールをいつ練習すると言っていますか。（             ） 
     every day   /   every weekend    /    every Sunday     

(5) ポールは久美に「手に何をもってるの？」と質問しています。英語でどのように言っていますか。 
  W       do you                in your hand ?  

(6) ポールは ……… 

聞き取る内容は同じでも，問い方や答え方を変えること(英
語の質問にする，選択肢を与えるなど)によって，生徒の実

態に応じることができる 
そのような数種類のワークシートを作成しておき，生徒に選

択させることもできる 

生徒の実態に合わせて，聞き

取りのポイントをヒントとし

て与える工夫を加えた 
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②「英問英答を行う活動」の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ワークシートの例＞   
 

＜学習指導要領における言語活動の領域と内容＞       
聞くこと(ウ) 質問や依頼などを聞いて適切に応じること 

話すこと(イ) 自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるように話すこと 

話すこと(エ) つなぎことばを用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと 

書くこと(ア) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意をして正しく書くこと  

＜目標＞ ① 友だちと積極的に英語で問答する     
    ② 自分の持ち物について英語で話したり書いたりして正しく表現することができる 

＜評価規準＞ 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 言語や文化につい
ての知識・理解 

(言語活動への取り組み)  
積極的に言語活動（練習→ 
問答→発表）に取り組んで 
いる 

(正確な発話・筆記) 
・正しい強勢，イントネーション，区切り
などを用いて話すことができる 

・文法に従って正しく書くことができる 

(正確な理解) 
質問の内容を正
しく理解するこ
とができる 

(言語についての知識) 
一般動詞 を含む文
構造について理解
している 

(コミュニケーションの継続) 
理解してもらおう，理解しよ
うという態度でコミュニケ
ーションを図っている 

(適切な発話) (適切な理解) 
質問に対して，
適切に答えるこ
とができる 

(文化についての理解)
  ・聞かれたことに対して適切に応答するこ

とができる    

 
＜活動の内容・方法と手順および留意点＞         

１ 全ての絵カードについて英語での言い方を確認する 大きいサイズのピクチャーカードを用意しておく  
２ 持ち物を聞くときの言い方とそれに対する答え方を

確認する（復習） 
生徒の発言から Do you have ～? と What do you 
have ? の質問と答え方を導き出す 

３ 活動の進め方を簡単に説明し，質問と答えを全体で

口頭練習する。 
全員が大きな声で正しく言えているか確認する 

４ 全員が活動の方法を理解したか確認する 絵カードを生徒に配布し，友だちの持ち物調査を行

う（結果はワークシートに記入する） 制限時間を与える，教師も参加し，積極的に活動に

参加できない生徒と対話する 
５ 調査結果を口頭で発表する Mr … and I have a dog. I don’t have a cat. など 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６ 調査結果を英文で書く 必要であれば，例文（フォーマット）を与える 
 

  
＊友だちや先生が次のものを持っているどうか英語で聞いてみよう! 

 

A: Hi,  （友だちの名前）. Do you have a               ?   

B: Yes, I do.           

A: I see. Then, do you have a               ?  

B: No, I don’t.  

A: OK. Thank you. 

B: You’re welcome. 

 

＊聞いた結果を表に記入しよう （○：持っていた ×：持っていなかった）

 

友だちの名前 ケーキ 犬 ノート ボール 

(例)トム ○ × ○ × 

     

     

     

 

＊「もっているもの」と「もっていないもの」を英文で書いてみよう。 

 

                                   

 

                                   

あいさつ表現なども加え，自然な会話に

なるよう工夫したモデル文を示した 
個別に問答を始める前に全体でモデル

会話を練習した 

得た情報は，口頭でクラス全体に報告す

る活動を行ったあと，書く活動とした 
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